
 

 

 

 

 

 

～シニアクラブ三島 芙蓉会～ 

《慨況》 

・生きがい、健康、円満、長寿、人的交流等をフィジカル面、メンタル面でも満足すること。 

 具体的目標は難しいので、目的達成の手段として次の 3つのカテゴリーに分類した。 

１フレイル対策、2地域交流、3環境整備の 3 つに切り分けた。個々の事業の切り分けに関しては異論も

あろうが、解釈の仕方によるので、ご容赦いただきたい。 

・今年度は、コロナウイルスワクチン接種により感染懸念を払拭し、フレイル予防対策として、適度な運動

と会員同士の交流を、また、ワクチン未接種の自治会や小学校、子供会等とのコラボレーションについて

は室外或いは祖応答広い場所において集まり、密にならないように配慮し、地域との交流を深め、推進し

た。環境整備機付いては、主として芙蓉台公民館近傍の除草と清掃作業、花壇の新設整備等を実施した。 

 

（フレイル予防対策） 

  ノルデイックウオーク体験と普及  

    （体験会） 

   ・令和 3年 9 月 14 日インストラクター木内さんの指導の下、芙蓉代行民間駐車場に１５名が集結。

生憎、雨模様でしたが却って熱中症の心配が少なく、ポールを使った正しい歩き方の練習に励み、

仕上げに外に出て歩行体験をした。 

    （普及） 

   ・令和 3年 9月 21 日からは毎週火曜日準備体操の後、芙蓉台内、北上グランド、末広山等登坂下り

坂を～1.5時間程度歩いた。通常の歩行と異なり全身運動の程よい疲れで、当日の晩は熟睡でした。 

  ボッチャの体験と普及 

    （体験会） 

   ・令和 3 年 9 月 29 日芙蓉台公民館に 13 名参加。猪浦インストラクターの指導の下、ガムテープで

コートを描き、準備体操後ルールや戦術の説明を受ける。実際に赤・青組に分かれ試合開始。ボー

ルは思ったような位置に転がらず、意外と難しく感じた。足腰の衰えた方も椅子に座って熱心にプ

レーされた。 

    （普及） 

   ・令和 3年 10月 1 日から毎月第１・第 3金曜日午後に集まり実施 

    ガムテープは公民館ホールの床に残せないため、コート作成を工夫した。所定の長さのひもを仮止

めしコートを作り、紐は再利用する。 

  グラウンドゴルフ大会の開催 

    （春季大会） 

   ・令和 3年 5 月 20 日 コロナ禍 3密を避けつつ、マスクを着用して実施。 

    曇りにもかかわらず久しぶりの退会に 16 名が参加。A さんが 24ホール中 20ホールバーディとい

う好記録で３連覇された。 

    （秋季大会） 

   ・令和 3 年 10 月 21 日 コロナワクチン接種によりある程度感染懸念は払拭されが、マスク着用で

15名参加。好天に恵まれ、O さん 24ホール 47 の好スコアで２回目の優勝 

  芸能会の開催 

   ・令和 4 年 3 月開催予定 当初１０月開催予定であったが、コロナウイルス感染懸念から１月末に

延期。その後、まん延防止等重点措置の適用がありさらに延期を余儀なくされた。芙蓉台公民館ホ

ールにて実施予定参加者は会員 40名程度。 

  ハイキングの実施 

   ・令和 3年 11月 16 日 第 16 回菊祭りの開催に合わせ、楽寿園にハイキング（ノルデイックポール

持参）16名が参加。好天に恵まれ秋の一日を満喫した。 

シニアクラブ三島 

○総人口 108,788 人  ○65歳以上人口 32,247人  ○高齢化率 29.6％ 

○シニアクラブ会員数 2,052人        ○シニアクラブ加入率 6.4％ 

 



 

（地域交流） 

  子供輪投げ大会の開催 

   ・令和 3 年 10 月 30 日 作品展に合わせ、芙蓉台公民館駐車場で子供輪投げ大会を自治会、子供会

と共同して開催。３密回避のため一堂に会せず順次来訪方式を採用。児童、父兄、公民館来訪者を

含め約 160名が参加。幼児の部、小学校低学年の部、高学年～父兄一般の部の３部門に分け実施。

大勢の方が参加し、楽しく懇親を深めることができた。 

  昔遊びの伝承 

   ・令和 3年 12月 21 日 北上小学校授業の一環として１年生 58 名を対象に昔の遊びの紹介と実際の

遊び方を伝承。北上小学校体育館で 6～7名の 9グループに分かれ、あやとり・ケン玉・お手玉・

コマ・ビー玉・おはじき・めんこ・折り紙等の遊びを体験。 

  会報の発行 

   ・毎月 1回 芙蓉下院活動状況、事業実施計画、各同好会や会員の故郷の発信を毎月行っている。芙

蓉会会員（70名）の他、自治会を通じて芙蓉台ほぼ全戸に回覧。また、特集として、各同好会への

勧誘報を発行している。 

 

（環境整備） 

  芙蓉台公民館の除草・清掃作業 

   ・令和 3年 6月 13 日 公民館周辺の草刈り・清掃作業。少し日差しが強いが熱中症対策・コロナ対

策として、マスク・手袋・帽子を着用して 3 密を避けて休み休み作業を行う。19名参加。 

   ・令和 3 年 10 月 15 日 13 日が生憎の雨で 15 日に延期。当日は晴天に恵まれ、日々の生活や体調

の状況など久々に楽しそうに話し合うことができ進行を深めながらの作業でした。参加者 17名。 

 

  花壇の整備 

   ・令和 3年 11月 23 日 

    芙蓉台公民館玄関入口階段に花壇を設置。近傍にある既設の花壇を整備清掃、新たにプランターを

設置し花を植える。公民館を使用する際、水やり・枯れ花の処理・植替え等の花壇の管理をしてい

る。積極的に管理をしてくれる者が 5 名。 

 

 

《成果》 

 

・フレイル予防対策では、10 月に予定していた芸能祭がコロナ感染懸念から１月に延期したが、県のまん

延防止等重点処置により 3 月に再延期された。できるだけ 3 密を避けつつ運動できるものとして、野外

でのグラウンドゴルフ大会、新たに始めたノルディックウォーキングやボッチャの体験回答を計画した。 

これらの事業では会員や非会員の方が多数参加し、フレイル予防に一定の効果を上げることができたと

思われる。 

・地域交流に関しては、輪投げや昔遊びを通じて地域の子供たちやその両親、学校の先生たちとの親睦を深

めることができた。登下校時の子供たちからの元気な挨拶笑顔に、地域に根付いた活動の成果が感じられ

た。 

・環境整備については公民館の除草・清掃・花壇新設、整備による環境美化活動で訪問者の心を和ませる効

果があった。 

 

 

《今後の方針》 

 

・生きがい、健康、円満、長寿、人的交流等をフィジカル・メンタル両面で満足するために今後も新たな方

法を模索することと、今年度実施事業は継続していくことが肝要と考える。 

・地域の自治会、子供会、小中学校、幼稚園・保育園等との連携が重要であり、将来にわたって各種事業を

継続するためには、比較的若い会員の獲得が必須であり、現メンバーが高齢化する中、会報の発行、各同

好会の紹介等クラブ活動の宣伝活動を活発化させ、新しい会員を勧誘していくことが課題です。 

 



【活動の様子】 
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